
 

 

 

浜松労働基準監督署発表 

令 和 ６ 年 ６ 月 １ ４ 日 
 【担当】

    浜松労働基準監督署  

      署 長 松本 政浩 

 連絡先 副署長 榊原 寿治    

     （電話）053− 456− 8147 

 

 

 

令和６ 年度 全国安全週間に向けた説明会を開催しました 

        〜7 月 1 日から 7 月 7 日まで全国安全週間が実施されます〜 

本年度安全週間スローガン  

『 危険に気付く あなたの目 そして摘み取る危険の芽 みんなで築く 職場の安全』  

 

 

近年、静岡県では労働災害（休業４日以上）が増加の一途を辿っており、浜松労働基  

準監督署（署長 松本
まつもと

 政
まさ

浩
ひろ

）管内においても令和５年は１，０５０名（新型コロナウイ  

ルス感染症によるものを除く）もの方が被災する状況となっております。 

一般社団法人浜松労働基準協会と浜松労働基準監督署（後援）は、令和６年６月６日、

アクトシティ浜松 中ホールにおいて、全国安全週間説明会を開催するに至りました。 

当日は出席した約３５０名の事業場担当者を前に、浜松労働基準監督署署長及び同署

安全衛生課長より、令和 6 年度からの 5 年間を期間とする第 14 次労働災害防止計画や、

安全週間に取り組むべき事項などについて説明し、７月の安全週間（※1）及び６月の安

全週間準備期間（※2）における安全衛生活動の一層の推進をお願いいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

浜松労働基準監督署 Press Release 

署長挨拶 
（松本署長） 

安全衛生課長による説明 
（安本課長） 



 

浜松労働基準監督署では労働災害を減少させるため、管内事業場への指導、多発する

転倒災害の対策や熱中症防止対策（クールワークキャンペーン）等の周知を行っており

ますが、安全週間実施期間中は、静岡労働局と連携の上、労働基準監督署長等による安全

パトロールの実施等の取り組みを行います。 

 

 ※1 全国安全週間は昭和 3 年に初めて実施されて以来、人命尊重という基本理念の下、職場で

の安全意識の高揚と安全活動の定着を図る全国的な取り組みであり、開始以降一度も中断す

ることなく開催され、今年で 95回目を迎える。 

    本年度は『危険に気付くあなたの目 そして摘み取る危険の芽 みんなで築く職場の安全』

というスローガンの下、令和 5年 7月 1日から同年 7月 7日までの 7日間に実施します。 

    

 ※2 全国安全週間の実効性を上げるために、安全週間の前月（6月）1か月間を準備期間として

定め、業種横断的な取組事項や業種別の取組事項が定められ、各事業場がその取組事項につ

いて総点検等を行うこととされています。 

 

 

【添付資料】 

1. 全国安全週間リーフレット 

2. 静岡労働局ぬかづけ運動 リーフレット 

3. STOP! 熱中症 クールワークキャンペーン リーフレット 
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静岡県内における労働災害（令和5年 4,576件）

職場の安全対策を！ 静 岡 労 働 局

れた場所

いだん

かた

床の水たまりや氷、油、粉類

など危険な状態をみつけ、対

策を講じていますか？

階段や段差のある場所など、

転倒リスクの高い箇所に対し

て対策を講じてしますか？

身の回りの整理整頓など、

日々、作業者への意識づけ、

教育などを行っていますか？

ストレッチや転倒予防体操な

ど運動を行って、転倒しにく

い体づくりに努めましょう！毎日の

静岡県内では、平成21(2009)年から連続し、転倒災害が「事故の型」ワーストワンとなって
います。転倒災害を少しでも減らすため「静岡労働局ぬかづけ運動」を展開しています。

動作の反動・無理な動作
644件

転倒
1,191件

墜落・転落
666件

その他
1,458件

はさまれ
・巻き込まれ

568件

転倒
全体の

26％



エクオール10mgを12ヶ月摂取すると
骨密度の減少率を抑えられたというデータがあります。

女性ホルモンに似た働きをする注目の成分「エクオール」とは
エクオールとは、大豆イソフラボンの一種であるダイゼインが
腸内細菌によって代謝され生まれる成分です。
このエクオールこそが、エストロゲンと似た働きをすることが
わかっています。ただしエクオールを作れる人の割合は、
日本人で約5割といわれています。
若い年代の人では20～30％の人しか作れません。
エクオールを作れる人でも、大豆食品の摂取を心がけ、
体内にエクオールがある状態を保てるようにサプリメントなどから
摂取することをオススメします。

〇中央労働災害防止協会「STOP！転倒災害プロジェクト」
https://www.jisha.or.jp/campaign/tentou/index.html

〇一般社団法人 日本転倒予防学会 http://www.tentouyobou.jp/

参考

STOP！転倒 検索

は『転倒予防』の日
テン トウ ・・

※転倒リスクの高い箇所をわかりやすく「ぬかづけ」と提唱したのは「日本転倒予防学会」の前理事長 武藤芳照氏です。

静岡労働局 労働基準部 健康安全課

静岡市葵区追手町9-50 静岡地方合同庁舎３階 ℡ 054-254-6314 【R6.05】

静岡県内における令和５年の転倒災害1,191件の内訳

男性
480件 女性

711件

女性が約６割
10代
5件

20代
34件

30代
40件

40代
75件

50代
197件

60代
248件

70代
112件

内

※参考

4日～1週
38件

1週～2週
91件

2週～1月
162件1～3月

321件

3～6月
86件

6月～
13件

約６割が
休業1月以上

静岡労働局と大塚製薬は包括連携協定を締結し、働く皆様の健康増進を推進しています。

転倒災害の約６割が女性で、内８割以上が40代以上であり、約６割が休業１月以上となっています。

８割以上が
40代以上



【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事
業労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全
国警備業協会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁（予定）

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

（R６.２）厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

STOP！熱中症

準備期間（４月）にすべきこと
きちんと実施されているかを確認し、チェックしましょう

□ 労働衛生管理体制の確立 事業場ごとに熱中症予防管理者を選任し熱中症予防の
責任体制を確立

□ 暑さ指数の把握の準備 JIS規格に適合した暑さ指数計を準備し、点検

□ 作業計画の策定 暑さ指数に応じた休憩時間の確保、作業中止に関する
事項を含めた作業計画を策定

□ 設備対策の検討 暑さ指数低減のため簡易な屋根、通風または冷房設備、
散水設備の設置を検討

□ 休憩場所の確保の検討 冷房を備えた休憩場所や涼しい休憩場所の確保を検討

□ 服装の検討 透湿性と通気性の良い服装を準備、送風や送水により
身体を冷却する機能をもつ服の着用も検討

□ 緊急時の対応の事前確認 緊急時の対応を確認し、労働者に周知

□ 教育研修の実施 管理者、労働者に対する教育を実施

労働災害防止キャラクター

職場での熱中症により毎年約20人が亡くなり、
約８00人が4日以上仕事を休んでいます。

重点取組

準備 キャンペーン期間

キャンペーン
実施要項



□ 暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じ対策を追加
□ 暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底
□ 水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底
□ 作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加
□ 熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施
□ 体調不良の者に異常を認めたときは、躊躇することなく救急隊を要請

□ JIS規格に適合した暑さ指数計で暑さ指数を随時把握
地域を代表する一般的な暑さ指数（環境省）を参考とすることも有効

測定した暑さ指数に応じて以下の対策を徹底

STEP
1

STEP
2

キャンペーン期間（5月～9月）にすべきこと

□ 暑さ指数の低減 準備期間に検討した設備対策を実施

□ 休憩場所の整備 準備期間に検討した休憩場所を設置

□ 服装 準備期間に検討した服装を着用

□ 作業時間の短縮 作業計画に基づき、暑さ指数に応じた休憩、作業中止

□ 暑熱順化への対応 熱に慣らすため、7日以上かけて作業時間の調整
※新規入職者や休み明け労働者は別途調整することに注意

□ 水分・塩分の摂取 水分と塩分を定期的に摂取（水分等を携行させる等を考慮）

□ プレクーリング 作業開始前や休憩時間中に深部体温を低減

□ 健康診断結果に
基づく対応

次の疾病を持った方には医師等の意見を踏まえ配慮
①糖尿病、②高血圧症、③心疾患、④腎不全、⑤精神・神経
関係の疾患、⑥広範囲の皮膚疾患、⑦感冒、⑧下痢

□ 日常の健康管理 当日の朝食の未摂取、睡眠不足、前日の多量の飲酒が熱中症
の発症に影響を与えることを指導し、作業開始前に確認

□ 作業中の労働者の
健康状態の確認

巡視を頻繁に行い声をかける、「バディ」を組ませる等労働
者にお互いの健康状態を留意するよう指導

□ 異常時の措置

少しでも本人や周りが異変を感じたら、必ず一旦作業を離れ、
病院に搬送する（症状に応じて救急隊を要請）などを措置
※全身を濡らして送風することなどにより体温を低減
※一人きりにしない

暑さ指数の把握と評価

環境省
熱中症予防情報
サイト

重点取組期間（7月）にすべきこと


